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海 の ま ち 診 療 所

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会
産業関係産業関係厚生関係厚生関係

 �保育所健康支援体制強化事業の減額につ
いて。

�  �保育所での看護師雇用にあてる期限付き
の補助金だが、看護師不足の中、保育所で
常勤でない雇用はハードルが高かった。

 �住宅管理費の弁護士業務委託料の内容は。
�  �公営住宅入居者が消息を絶ち、その後、一

度連絡はとれたが以後こちらからの連絡を
拒絶しているため、弁護士と相談の上、明
け渡し訴訟を行うためのもの。

 �漁業集落排水事業の修繕料について説明を。
�  �当初予算の修繕料をほとんど使っている。

必要となったときにすぐに使えるように計
上した。

 �航運事業の修繕料、かみのせき丸のメイン
バッテリーとのことだが、２個でこの金額
か。

�  �メインバッテリー１個、サブバッテリー３
個の合計４個の金額になる。

 �上関海峡温泉の入泉料の値上げということ
だが、基本的に 100 円の値上げということ
で、数字の根拠は。

�  �町からの指定管理料の無い運営を目指して
いるため、黒字経営を見込んだ時の値上げ
額が 100 円になる。

関連

 �町診療所の医師についての現状は。
 �町内に４つの診療所があり、曜日や時間を
限定して医師に来ていただいている。医療
派遣会社に登録し斡旋しているが、新たな
医師登録はまだない。

 �医師不足により診療時間が減っているこ
とはあるか。

�  �昨年に比べ、日数は同じだが時間は減って
いる。週に２回休診日が無いよう短時間で
も診療していただくようにしている。

 �診療報酬に変動はあるか。
�  �個人契約の医師は変動はなく、派遣されて

いる場合は変動する。

 �祝島診療所のオンライン診療について。
�  �患者が診療所に来院し、医師が平生クリニ

ックで対面診療できる形になっている。今
年度も数回実施している。

 �医療関係施設と個人宅の間でのオンライ
ン診療は現時点で議論されているか。

�  �設備投資が必要になるので、今後の課題と
考えている。

関連

 �農業者にアンケートをとっているようだが、
目的は。
 �町と JA 南すおう、柳井農林水産事務所と合
同でビワ耕作者にアンケートをとっている。
高齢化などによるビワ生産量の減少で町の
特産品としての維持が困難になるので、今
後の地域計画等の資料として活用する目的。

 �水道料金の今後の展望は。
 �広域での経営統合が控えているが、交渉の
中で今の料金は当分の間、据え置きで話は
進んでいる。

要望要望 �一般財源からの繰り出しが続いている。料
金についての議論は後回しにすることが
無いようにしていただきたい。
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古泉　直紀 議員

“
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
問
う
”

“
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
問
う
”

県
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

県
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

　

現
在
、
室
津
地
区
で
、
県
道
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
道
路
が
拡

張
さ
れ
安
全
に
通
行
で
き
る
こ
と
は

町
民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
が
、
室
津

地
区
住
民
か
ら
、
工
事
の
完
了
時
期

は
い
つ
か
、
工
事
区
間
毎
で
優
先
順

位
は
、
な
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て

い
る
。
旧
フ
ェ
リ
ー
基
地
か
ら
西
山

　
室
津
地
区
は
、
平
成
27
年
度
よ
り

事
業
を
開
始
。
県
か
ら
は
、
早
期
完

成
に
向
け
、
今
後
も
予
算
確
保
に
努

め
る
と
聞
い
て
い
る
。
室
津
地
区
は
、

現
状
の
道
路
と
の
取
付
部
に
お
い
て
、

事
業
用
地
の
取
得
に
関
し
て
関
係
機

関
と
調
整
中
で
、
調
整
完
了
後
、
す

み
や
か
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
。
福

浦
バ
ス
停
手
前
の
狭
隘
な
箇
所
に
つ

い
て
も
、
整
備
に
向
け
用
地
取
得
に

必
要
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

今
後
も
機
会
が
あ
る
ご
と

に
県
へ
強
く
要
望
す
る

質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

1212
月
定
例
会
で
は
５
名
の
議
員
が

月
定
例
会
で
は
５
名
の
議
員
が

　
　
　
　
　
　
８
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
８
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

聞聞聞聞聞聞

ののの
こここ
こここ
ががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政

精
肉
店
ま
で
を
優
先
し
て
は
と
い
う

声
を
多
く
聞
く
。
ま
た
、
上
関
地
区

で
は
、
福
浦
バ
ス
停
付
近
も
狭
く
離

合
の
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
。
工
事

は
、
県
の
主
体
で
行
わ
れ
る
が
、
町

と
し
て
要
望
は
出
し
て
い
る
の
か
。

町
内
の
狭
隘
な
所
の
町
長
の
考
え
は
。

て
い
る
。
今
回
質
問
に
あ
っ
た
箇
所

以
外
に
も
改
良
整
備
を
要
す
る
道
路

も
あ
り
、
今
後
も
機
会
が
あ
る
ご
と

に
、
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

むつ市リサイクル燃料備蓄センター
 提供：リサイクル燃料貯蔵㈱

　
国
内
初
と
な
る
使
用
済
燃
料
の
中

間
貯
蔵
施
設
が
正
式
に
事
業
開
始
さ

れ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
取
組

み
は
一
歩
前
進
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
は
、
一
時
的
に
乾
式

貯
蔵
に
よ
り
管
理
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
定
期
間
の
後
に
は
使
用
済
燃
料
は

必
ず
搬
出
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

む
つ
市
に
お
け
る
保
管
期
限
も
、
上

限
を
50
年
と
す
る
安
全
協
定
に
よ
り

約
束
さ
れ
て
お
り
、
国
も
そ
の
搬
出

に
つ
い
て
断
言
し
て
い
る
。
調
査
の

結
果
、
適
地
と
な
れ
ば
本
町
の
先
行

事
例
に
な
る
。
注
意
深
く
見
て
い
く

と
同
時
に
国
の
動
向
も
注
視
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

む
つ
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

む
つ
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

備
蓄
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

備
蓄
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

今
年
11
月
６
日
、
国
内
初
の
中
間

貯
蔵
施
設
と
な
る
、
む
つ
市
の
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
が
事
業

を
開
始
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

キ
ャ
ス
ク
の
貯
蔵
期
間
の
上
限
を
50

年
と
す
る
こ
と
な
ど
が
安
全
協
定
で

地
元
や
周
辺
市
町
と
約
束
さ
れ
て
お

り
、
国
も
、
む
つ
市
議
会
の
調
査
特

別
委
員
会
の
中
で
「
中
間
貯
蔵
施
設

は
再
処
理
工
場
に
搬
出
す
る
ま
で
の

間
、
一
時
的
に
乾
式
貯
蔵
に
よ
り
管

理
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
済
燃
料

は
必
ず
搬
出
さ
れ
る
」
と
、
は
っ
き
り

述
べ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業

開
始
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

先
行
事
例
と
し
て

注
意
深
く
見
て
い
く

質
問
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海下 竜一郎 議員

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪
問
し
て
町
の
考
え
は

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪
問
し
て
町
の
考
え
は

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急
激

に
進
む
中
、
移
住
定
住
対
策
は
喫
緊

の
課
題
。
移
住
者
増
加
の
た
め
の
ニ

ー
ズ
調
査
、
既
存
事
業
の
制
度
改
正
、

広
報
の
方
法
の
改
善
も
必
要
で
は
。

①
町
長
就
任
以
降
、
こ
の
二
年
間
で

の
定
住
対
策
の
手
ご
た
え
や
成
果
は
。

②
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
で
目
標
を

立
て
た
ま
ま
未
実
施
の
施
策
も
見
受

け
ら
れ
る
。
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
。

③
「
中
間
貯
蔵
施
設
が
仮
に
近
く
に

建
設
さ
れ
る
と
、
移
住
定
住
政
策
に

も
影
響
が
で
る
」
と
懸
念
す
る
周
辺

市
町
の
声
も
あ
る
が
町
長
の
考
え
は
。

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け

て
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
そ
の
後
に
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪
問
し
議
員
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
国
に
伝
え
て
き
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
５
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
全
国

の
立
地
議
会
か
ら
原
子
力
政
策
を
国

が
前
面
に
出
て
理
解
活
動
に
努
め
て

欲
し
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

現
在
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
知
見
を
深

め
る
た
め
に
、
東
海
第
二
発
電
所
へ

の
住
民
の
視
察
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
国
を
交
え
た
説
明
会
が
必
要
と

考
え
る
が
。

安
全
性
等
の
理
解
が
大
切

適
地
と
な
っ
た
場
合
は
国
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く

質
問

質
問

　
①
定
住
対
策
と
し
て
、
定
住
促
進

住
宅
、
子
育
て
支
援
、
空
き
家
の
活

用
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
か

ら
事
業
を
展
開
し
た
。
一
定
の
成
果

を
感
じ
る
が
、
十
分
と
は
言
い
難
く
、

よ
り
一
層
の
対
策
を
講
じ
る
。
②
６

年
度
末
に
最
終
的
な
評
価
を
行
う
た

め
、
現
時
点
で
は
差
し
控
え
る
。
③

周
辺
市
町
に
お
い
て
、
移
住
施
策
へ

の
懸
念
の
声
は
、
報
道
等
で
承
知
し

て
い
る
。
安
全
性
等
に
つ
い
て
理
解

い
た
だ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
国
に
理
解
を
深
め
る
情
報

提
示
を
し
て
頂
く
。

　
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ

ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
の
訪
問
は
、
報
道
機
関
を
通
じ

た
も
の
で
な
く
、
国
か
ら
直
接
説
明

を
受
け
、
議
論
が
出
来
る
絶
好
の
機

会
で
あ
っ
た
と
思
う
。
中
間
貯
蔵
施

設
の
立
地
可
能
性
調
査
に
つ
い
て
は
、

先
月
14
日
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
終

了
し
、
現
時
点
で
は
ま
だ
調
査
結
果

が
出
て
い
な
い
。
仮
に
適
地
と
な
っ

た
場
合
は
、
事
業
者
か
ら
の
具
体
的

な
事
業
計
画
と
共
に
、
国
か
ら
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に
つ
い
て
し
っ

か
り
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

地域力を活かした移住定住対策を（祝島運動会）

原子力サミット分科会研修

清水 康博 議員



8かみのせき議会だより令和7年1月21日　№ 169

山戸　孝 議員

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
合
意
形
成

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
合
意
形
成

の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
で
は
な
い

の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
で
は
な
い

　

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て
、

適
切
と
は
い
え
な
い
合
意
形
成
へ
の

プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
大
き
な
反
発
や

危
惧
を
招
い
て
い
る
。
①
こ
れ
ま
で

の
進
め
方
や
情
報
の
発
信
や
公
開
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
東

海
第
二
発
電
所
の
視
察
、
本
年
度
の

実
施
状
況
は
。
中
国
電
力
に
よ
る
視

察
の
実
施
状
況
を
町
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。
③
柳
井
市
内
の
自
治
会
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
計
画
に
反
対
」

が
72
％
な
ど
周
辺
自
治
体
か
ら
否
定

的
な
反
応
。
町
長
の
受
け
止
め
は
。

結
論
を
出
す
前
に
周
辺
自
治
体
の
意

見
を
聞
く
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

問
題
な
い
と
考
え
る

質
問

質
問

　
①
進
め
方
に
問
題
が
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
情
報
提
供
に
つ
い
て

も
進
捗
の
あ
る
た
び
に
皆
様
に
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
問
題

が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
②
今

年
度
は
17
名
の
町
民
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。
中
国
電
力
が
実

施
す
る
視
察
に
関
す
る
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
町
の
視
察
日
を
検
討
し
実

施
し
て
い
る
。
③
周
辺
自
治
体
の
反

応
や
動
き
な
ど
に
つ
い
て
は
報
道
に

よ
る
情
報
を
聞
く
の
み
で
あ
り
、
コ

メ
ン
ト
は
差
し
控
え
る
。
周
辺
市
町

の
首
長
に
は
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

実
効
的
な
避
難
計
画
の
策
定
を

実
効
的
な
避
難
計
画
の
策
定
を

各
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

計
画
を
策
定
し
た
い

　

上
関
町
で
は
地
域
防
災
計
画
は
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
ご
と
の
具

体
的
な
避
難
計
画
の
策
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
各
地
域
の
自
治
会
や
消

防
団
な
ど
と
も
連
携
し
て
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
避
難
計

画
の
策
定
お
よ
び
、
避
難
場
所
の
確

保
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
保
存

食
の
※
回
転
備
蓄
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

　
各
地
域
の
自
治
会
や
消
防
団
な
ど

と
と
も
に
協
議
し
、
各
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
避
難
計
画
の
策
定
を
徐
々

に
で
も
前
に
進
め
た
い
。
避
難
場
所

に
つ
い
て
は
指
定
は
し
て
い
る
が
施

設
の
老
朽
化
も
考
慮
し
、
現
実
味
の

あ
る
避
難
場
所
の
候
補
地
を
各
地
域

の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
協

議
検
討
を
進
め
た
い
。
保
存
食
に
つ

い
て
は
、
防
災
へ
の
意
識
付
け
を
目

的
と
し
て
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て

体
験
・
試
食
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
は
児
童
生
徒
に
も
保
存
食
に
触

れ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
災
害
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
た
ら
。

安全に避難できる計画を（白浜地区の防災訓練）

ト
ッ
ク
）
の
取
組
や
、
町
民
の
日
常

生
活
と
防
災
活
動
を
紐
づ
け
す
る
こ

と
も
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
と

い
う
点
に
お
い
て
有
効
で
は
な
い
か
。

※
回
転
備
蓄
…
最
終
ペ
ー
ジ
に
て
解

説
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空き家をリフォームして理想の家に

空
き
家
の
更
な
る
利
活

空
き
家
の
更
な
る
利
活

用
の
た
め
に

用
の
た
め
に

　

児
童
数
の
減
少
が
今
後
見
込
ま
れ

る
な
か
、
教
育
委
員
会
が
親
子
留
学

の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
呼
び
か
け
て
も
す
ぐ
住
め

る
家
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で
募
集

に
踏
み
込
め
な
い
と
聞
く
。
確
か
に

空
き
家
は
修
繕
が
必
要
な
物
件
が
多

い
が
、
そ
れ
で
も
今
あ
る
条
件
下
で

ど
ん
な
施
策
が
有
効
か
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
魅
力
発
信

や
移
住
体
験
住
宅
の
整
備
な
ど
考
え

ら
れ
る
が
、
教
育
委
員
会
の
積
極
的

な
取
組
に
対
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

担
当
課
は
今
度
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
。 情

報
発
信
や
ニ
ー
ズ
等
の

調
査
を
実
施
す
る

質
問

秋山 鈴明 議員

質
問

　
空
き
家
バ
ン
ク
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、

現
在
の
実
績
値
は
15
件
で
、
令
和
６

年
度
中
に
目
標
の
20
件
ま
で
到
達
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
広
報
・
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
。
11
月
１
日
か
ら
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
上
関
町
公
式
ラ
イ
ン
も
活

用
し
町
内
外
に
情
報
発
信
や
ニ
ー
ズ

等
の
調
査
を
実
施
す
る
。
リ
フ
ォ
ー

ム
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
難
易
度
が

高
く
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
求
め
ら
れ
熟

慮
が
必
要
で
あ
る
。
お
た
め
し
住
宅

の
整
備
に
関
し
て
は
、
検
討
の
段
階

で
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
方
に
一
時
的

に
町
内
で
の
生
活
で
多
く
の
方
に
利

用
し
て
頂
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

公
有
財
産
で
自
治
体
自
ら
稼
ぐ

公
有
財
産
で
自
治
体
自
ら
稼
ぐ

十
分
な
協
議
・
検
討
が
必
要

　

全
国
平
均
に
比
べ
て
本
町
は
人
口

に
対
し
て
公
共
施
設
が
多
く
、
毎
年

多
額
の
維
持
管
理
費
を
捻
出
し
て
い

る
。
国
が
推
奨
す
る
よ
う
に
、
自
治

体
自
ら
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
な
が
ら

公
共
施
設
を
使
っ
て
稼
ぎ
、
維
持
管

理
費
の
足
し
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。
人
口
減
に

あ
わ
せ
て
町
の
規
模
を
縮
小
し
て
い

か
な
け
れ
ば
未
来
へ
多
額
の
維
持
管

理
費
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

住
民
の
生
活
を
守
り
つ
つ
縮
小
を
目

指
す
こ
と
こ
そ
、
未
来
へ
の
手
厚
い

子
育
て
支
援
策
と
思
う
が
、
町
の
考

え
は
。

　
現
在
、
策
定
中
の
「
第
６
次
上
関

町
総
合
計
画
」
の
資
料
と
し
て
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

を
実
施
し
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
新

た
な
施
設
の
整
備
を
望
む
声
が
あ
る

一
方
で
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
意
見
も
あ
る
。

住
民
と
各
関
係
者
と
十
分
な
協
議
・

検
討
が
必
要
と
な
る
。
可
能
な
限
り

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
対
率
的
、

効
果
的
な
公
共
施
設
等
の
最
適
的
な

配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
だ
。
や
み
く
も
に
縮
小
の
議
論
を

す
る
こ
と
は
誤
解
を
招
く
。
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
す
る
。

町が保有する公共施設の一例
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全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ

ミ
ッ
ト
が
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日

の
両
日
で
開
催
さ
れ
本
町
議
会
か
ら

６
名
の
議
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
「
Ｇ
Ｘ
実
現
に

向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
～
原
子
力

発
電
所
と
立
地
自
治
体
の
在
り
方
を

考
え
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
５
つ

の
分
科
会
で
議
論
が
行
な
わ
れ
最
後

に
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
伺
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
現
状
の
説
明
を
受
け

意
見
交
換
を
し
、
我
々
の
要
望
な
ど

を
お
伝
え
し
た
が
、
改
め
て
Ｇ
Ｘ
政

策
に
原
子
力
発
電
所
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。　

副
議
長　

山
谷
良
数

  
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地

  　
　
　

議
会
サ
ミ
ッ
ト
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修
報
告

　

10
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、
人
口
減
少
の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
公
共
施
設
を
管
理
し
て
い
る
か
を
研
修
す
る

た
め
、
岡
山
県
倉
敷
市
と
美
咲
町
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
、
倉
敷
市
役
所
を
訪
問
し
、
担
当
職
員
か
ら
、

※
公
共
Ｆ
Ｍ
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
倉
敷
市
の
Ｆ
Ｍ
の
考

え
方
や
取
組
み
な
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
住
民
の
意
見
を
引
き
出
し
、
同
時
に
行
政
の
考
え
方
を
住
民
に
伝
え

る
手
法
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
却
し
、「
賢
く
収
縮
し
て
生
き
残
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、
美
咲
町
役
場
を
訪
問
し
、
担
当
職
員
及
び
倭し

文と
り

西に
し

町
づ
く
り
協
議
会
の
代

表
者
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

美
咲
町
は
、消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
却
し
、「
賢
く
収
縮
し
て
生
き
残
る
為
の
町
づ
く
り
」
を
選
択
し
ま
し
た
。
移

住
促
進
も
し
ま
し
た
が
人
口
流
出
が
止
ま
ら
ず
、人
口
減
少
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
ま
で
行
き
、予
測
よ
り
ペ
ー
ス
が
速

か
っ
た
そ
う
で
す
。
維
持
管
理
に
掛
か
る
費
用
を
考
え
れ
ば
、い
っ
た
ん
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
な
い
と
持
た
な
い
と
判

断
。
学
校
を
統
廃
合
し
、
小
中
一
貫
の
学
校
開
設
・
役
場
や
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
集
約
し
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
行
っ
た
の
は
、
一
度

は
箱
物
を
推
奨
し
た
が
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ

な
い
。
人
口
増
と
い
っ
た
バ
ラ
色
の
話
は
な
い
」
と
言
う
事
を
認
識

さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。「
人
口
減
少
に
見
合
っ
た
大
き
さ
に
ま
ち
を

作
り
変
え
る
こ
と
が
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
る
」
と
考
え
た
そ
う

で
す
。
賢
く
収
縮
す
る
町
づ
く
り
と
は
、
町
の
将
来
像
・
方
向
性
・

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
、
を
基
本
と
し
て
維
持
可
能
な
町
づ
く
り

を
い
か
に
行
う
か
を
追
求
す
る
こ
と
で
す
。「
規
模
が
縮
小
し
て
も

住
民
の
生
活
を
守
る
」
と
い
う
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
美
咲
町
は
81

の
自
治
会
を
13
の
地
域
運
営
組
織
に
す
る
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

美
咲
町
は
、
施
設
の
統
廃
合
・
集
約
化
を
公
共
Ｆ
Ｍ
の
柱
と
し
、

公
共
施
設
削
減
が
地
域
力
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
為
に
も
地
域

力
を
つ
け
、
住
民
の
意
識
改
革
を
促
す
小
規
模
多
機
能
自
治
の
取
組

み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長　

右
田
千
賀
子

行 政 視 察 （ 倉 敷 市 ）

原子力サミット（東京）
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議会活動報告（令和６年９月 25 日～令和６年 12 月 11 日）

「海のまち診療所」新設工事延期

〃〃
12
月
11
日

12
月
10
日
〃
12
月
５
日

12
月
４
日

12
月
３
日

11
月
28
日

11
月
27
日

11
月
26
日

11
月
18
日
～
19
日

11
月
14
日

11
月
12
日
～
13
日

11
月
７
日

10
月
31
日
～
１
日

10
月
29
日

10
月
25
日

10
月
21
日

10
月
18
日

10
月
16
日
～
17
日

10
月
14
日
～
15
日

10
月
11
日

10
月
10
日

10
月
８
日

10
月
５
日

９
月
30
日

９
月
26
日

９
月
25
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
清
水
・
柏
田
・
岩
木
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
海
下
・
秋
山
・
山
谷
・
山
村
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

柳
井
地
域
広
域
消
防
組
合
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

第
２
回
臨
時
会
（
全
議
員
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

人
権
学
習
講
座
（
岩
木
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

山
口
県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
‥
山
谷
・
海
下
・
右
田
・
古
泉
・
柏
田
・
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修
会
（
上
関
町
‥
全
議
員
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修
（
岡
山
県
‥
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

柳
井
地
域
広
域
市
町
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

光
市
制
30
周
年
式
典
（
光
市
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

　

来
年
度
、
計
画
し
て
い
た
旧
中
央
公
民
館
跡
地
で
の
診

療
所
建
設
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
中

程
度
地
震
が
発
生
し
た
際
に
液
状
化
現
象
が
起
こ
る
恐
れ

が
高
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
軟
弱
地
盤
は
対

策
す
る
必
要
が
あ
り
、
周
辺
民
家
へ
の
影
響
や
事
業
費
が

大
幅
に
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
協
議
し
た
結
果
、

当
面
見
合
わ
せ
た
方
が
良
い
と
12
月
定
例
会
中
に
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。「
新
た
な
診
療
所
に
つ
い
て
は
、今
後
の
財

政
状
況
も
踏
ま
え
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。」と
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
引
き
続
き
、
現
在
の
「
海
の
ま
ち
診

療
所
」
で
診
療
を
継
続
し
て
い
く
予
定
の
よ
う
で
す
。
住

民
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

更 地 に な っ た 旧 中 央 公 民 館

☎問い合わせ先　保健福祉課　62-0324

Pick
UP



12かみのせき議会だより

　■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

岩
木

和
美

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

448
　

TEL 0820-62-0364　
FAX 0820-62-1600

令和7年1月21日　№ 169

　

10
月
25
日
、
上
関
町
の
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
山
口
県
総
合
企
画
部
政

策
企
画
課
主
査
の
藤
谷
昭
氏
を
講
師

に
招
き
、「
山
口
県
の
現
状
・
課
題
と

政
策
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
、県

の
課
題
と
施
策
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
清
水 

敏
保 
氏
の

生
前
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日

雙
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

 

熊
毛
郡
町
議
会
議
員

 　
　
　
　
　
　

合
同
研
修
会

 

表　
　

彰

回
転
備
蓄（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）

　
備
蓄
し
て
あ
る
普
段
の
生
活
で
使

う
食
品
や
日
用
品
を
古
い
も
の
か
ら

消
費
し
て
い
き
、
そ
の
分
を
買
い
足

し
て
常
に
一
定
量
を
保
つ
方
法

公
共
Ｆ
Ｍ
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）

　
地
方
公
共
団
体
の
土
地
・
建
物
な

ど
の
施
設
を
経
営
資
源
と
し
て
有
効

活
用
し
、
経
営
目
的
の
達
成
を
図
る

経
営
活
動

語
句
説
明 

※
P8
・

P10
よ
り

　
令
和
7
年
度
　
商
工
助
成

　
　
　
　
上
関
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
濵
田
　
憲
昭

要　

望

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　
穏
や
か
な
中
、
燃
ゆ
る
よ
う
な
日

の
出
を
見
つ
め
な
が
ら
新
し
い
年
、

巳
年
が
ど
の
様
な
年
に
な
る
も
の

か
と
思
い
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
。
へ

び
は
再
生
、
復
活
、
長
寿
を
象
徴
し

縁
起
の
よ
い
生
き
物
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
町
は
年
々
人
口
減
少

が
進
み
、
歯
止
め
が
掛
り
ま
せ
ん

が
、
今
年
が
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
な
竜

頭
蛇
尾
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
町
民
そ
れ
ぞ
れ
が
知
恵
を
出
し

合
い
一
丸
と
な
っ
て
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
掛
け
再
生
、
復
活
の
一
歩

と
な
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
皆

様
方
が
し
あ
わ
せ
な
年
で
あ
る
こ

と
を
議
員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記

明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

議
員
一
同


